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巻頭言に代えて

パコパンパ遺跡

関 雄二

国立民族学博物館助教授

アンデス文明研究会顧問

　先号で紹介したインガタンボ遺跡に続いて、今

回はパコパンパ遺跡です。 この遺跡は、インガタ

ンボ遺跡の南、海抜2,410mの アンデス山中にあ

る形成期の祭祀遺跡です。アマゾン川の上流チョ

ターノ川の左岸に位置 します。アクセスはよいと

はいえず、長年調査を行ってきたカハマルカ市か

ら北に約6時 間、途中チ ョタ市を経ていく方法、

あるいは海岸か らです とチクラーヨ市からチャン

カイ川をやはり6時 間遡る方法とがあります。妙

なところへ行きたがると、旅行代理店の方から苦

情の寄せ られることが多いアンデス文明研究会員

の方でも、おそ らくはまだ誰 も訪れたことがない

遺跡でしょう。

　　　　　　　　　　　〔パコパンパ遺跡の位置〕

　 しか し、アンデス考古学、とくに形成期の社会

に興味のある学生や研究者なら、チャンビン・デ ・

ワンタルやクン トゥル ・ワシ同様、一度は訪れて

みたい、調査をしてみたい と必ずや思 うほどの有

名な遺跡です。

　 この遺跡は、かつて国立サン ・マルコス大学の

考古学者が小規模な発掘をしてきました。 とい う

のも、遺跡の中核部を同大学が購入 し、学生実習

等に利用 してきたからです。 しかし、総合調査と

呼ぶほどの規模 も内容も持たず、とくに長 くカハ

マルカ盆地やクン トゥル ・ワシ遺跡 を調査 してき

た私たちにとっては、編年や建築についていろい

ろと再解釈 してみたい対象で した。

〔パコパンパ遺跡〕

　遺跡 は、 自然の尾根 を利 用 し、2段 のテ ラスを

築い ている点で、 クン トゥル ・ワシに よく似て い

ます。 下か ら2段 目のテ ラスには、窪んだ方形の

半地 下式 広場 が見 られ ます。 興味深 いのは、 中心

軸か ら少 し北 にずれて いる点です。
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〔第1テ ラスにある半地下式広場の階段〕

　 出土す る土器は 、主に2時 期に細分 されてい ま

す が、カハマル カ盆地 のワカ ロマ神殿の時代、 あ

るいは クン トゥル ・ワシ遺跡 の大神殿の 下に埋 も

れ たイ ドロ期 にあたる もの と、それ よ り新 しい ク

ン トゥル ・ワシ遺跡 の クン トゥル ・ワシ期 、コパ

期 にあた る もの とが確認 されてい ます。 こうした

土器 の編年 と建築 との関係 は不明 です か ら、発掘

に よって解明 していかねばな りませ ん。

　　　　　　　　　　　　　　　 (基壇を走る水路)

　 さらに、 このテ ラスの上 には立派な大基壇がそ

び え、その上には、半地 下式 広場や さま ざまな建

築 が展 開 しています。 いずれ も石灰 岩の切石 を利

用 してお り、成 形の丁寧 さは クン トゥル ・ワシ遺

跡以 上 とい って もよいで しょう。 クン トゥル ・ワ

シ遺跡 と同 じよ うな水路 も多数見 られ ます。 この

水路 があま りに深い ので、チ ャビン ・デ ・ワン タ

ル遺跡 にあ るよ うな回廊 と考え る人 さえい ます。

また石彫 もい くつか認 め られ ます。 クン トゥル ・

ワシ遺跡 ほど複雑 な図像 を描 いた石彫は今の とこ

ろ発見 されてい ませ んが、ヘ ビや ジャガー な ど形

成 期 ら しき ものが 目立ちます。

　　　　　　　 〔最上段にある半地下式広場と階段〕

(パ ンパの村の広場に置かれたジャガーの石彫)

　 この よ うに、や らな くてはな らない仕事が 山積

してい ます。考 えてみれ ば、 クン トゥル ・ワシ遺

跡 の調査は1988年 に 開始 し、15年 かかってよ う

や く、立派な修復 と保 存が完 了 し、博物館 も建 っ

たのですか ら、パ コパ ンパ も10年 以 上かかる と

考えた方が よいで しょう。 その頃 は、私 も定年 を

迎え る頃です。つ ま り私に とっては、ライフ ・ワ

ー クとな る遺跡 なのです
。 それ までアンデ ス文明

研 究会が続いて いて、その研 究成 果を是非お話 し

したい ものです。
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